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　家族や恋人、友人や恩人、そして自分自身にあてて…

日頃は言えない素直な気持ちを、漢字一字に託して贈ってみよう。

　（公財）日本漢字能力検定協会では、このような趣旨で「今、あな

たに贈りたい漢字コンテスト」を2013年に初めて開催しました。

　以来毎年の開催を経て今回で10回目を迎え、累計では約39万作

品のご応募を全国よりいただいています。

　“誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、自分自身や周囲の人々を

見つめ直し、自分の素直な気持ちと向き合うことにつながります。

　そうして贈った・贈られた「漢字一字」は、かけがえのない一字とし

て心に刻まれるでしょう。

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」とは

漢検　漢字コンテスト 検 索
WEBでも作品をご覧になれます！
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

ゴルゴ松本	（お笑い芸人）

やすみりえ	（川柳作家）

華雪	 （書家）

山崎信夫	 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員

橋本五郎	 （読売新聞特別編集委員）
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当
協
会
は
、「
日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
提
供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
」こ
と
を
目
的
に
、「
日
本
漢
字

能
力
検
定（
漢
検
）」や「
文
章
読
解
・
作

成
能
力
検
定（
文
章
検
）」を
は
じ
め
と
し

た
検
定
事
業
や
漢
字
文
化
に
関
す
る
調

査
・
研
究
活
動
、
一
年
の
世
相
を
表
す
漢

字
一
字
を
広
く
募
集
し
、京
都
・
清
水
寺

で
年
末
に
発
表
す
る「
今
年
の
漢
字
」や

京
都
・
祇
園
に
お
け
る「
漢
検 

漢
字
博
物

館
・
図
書
館（
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」の
運

営
と
い
っ
た
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、東
日
本
大
震
災
の

年
の「
今
年
の
漢
字
」に
圧
倒
的
な
応
募

数
で「
絆
」が
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、「
漢

字
が
つ
な
ぐ
絆
」を
テ
ー
マ
に
２
０
１
３
年

よ
り
開
催
し
、本
年
度
で
10
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。「
漢
字
一
字
で
気
持
ち
を
伝
え

る
」こ
と
を
通
し
て
、漢
字
へ
の
興
味
を
喚

起
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、人
と
人
を

つ
な
ぐ
言
葉
の
大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
は
、前
回
よ
り
や
や
少
な
い
な

が
ら
も
４
万
９
８
１
５
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、辛
さ
あ

り
、感
謝
の
気
持
ち
あ
り
、明
る
く
前
向

き
に
楽
し
く
行
こ
う
と
い
う
希
望
あ
り
、

様
々
な
思
い
が
漢
字
一
字
に
、ぎ
ゅ
っ
と
詰

め
込
ま
れ
た
作
品
ば
か
り
で
し
た
。そ
れ

ら
す
べ
て
が
、ど
れ
も
心
を
打
つ
大
変
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
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本
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、こ
れ
ほ
ど
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、不
遜
に
も

審
査
に
加
わ
っ
た
者
と
し
て
、選
外
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
多
く
の
作
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
作
品
集
に
は
受
賞
作
品
お
よ
び
佳

作
と
な
っ
た
作
品
、計
59
の
作
品
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。受
賞
者
の
皆
さ
ま
の
思

い
が
こ
も
っ
た
、印
象
深
く
素
敵
な「
漢
字

一
字
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、10
回
目
の
開
催
を
機
に
、団
体
賞

を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。本
コ
ン
テ
ス
ト
に

ご
応
募
い
た
だ
い
た
団
体
の
中
か
ら
、
一

次
・
二
次
と
審
査
が
進
む
過
程
で
、そ
の

団
体
に
所
属
す
る
個
人
の
作
品
が
い
く
つ

選
出
さ
れ
た
か
を
集
計
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
団
体
賞
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
の
み
な
ら
ず
、

作
品
の
完
成
度
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
評
価
い
た
し
ま
し
た
。団
体
賞
に
選
ば

れ
た
団
体
の
ご
担
当
者
さ
ま
、作
者
の
皆

さ
ま
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
度
も
本
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、こ
の
作
品
集
を
手
に
取
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、漢
字

の
持
つ
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
機
会

と
し
て
、ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事　
山
崎 

信
夫
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2
0
2
2
年
度
も
５
万
人
に
近
い
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。漢
字
一
字
に
、み
な
さ
ん

の
痛
切
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ

は
応
募
作
品
の
漢
字
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
れ

ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。上
位
５
位
は
、「
感
」

「
謝
」「
笑
」「
楽
」「
愛
」で
す
。長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
で
辛
い
日
々
を
送
っ
て
い
て
も
、

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、明
る

く
、楽
し
く
、前
向
き
に
生
き
よ
う
と
い
う

決
意
さ
え
見
え
る
の
で
す
。

　

絆
大
賞
や
審
査
員
賞
の
受
賞
作
以
外

に
も
、多
く
の
心
打
た
れ
る
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。た
と
え
ば
中
学
生
部
門
の「
癒
」

で
す
。仕
事
中
に
腕
を
骨
折
し
、家
に
い
る

お
父
さ
ん
。お
母
さ
ん
に
は「
た
ま
に
会
う

ぐ
ら
い
が
い
い
な
」と
言
わ
れ
、癒
や
し
に

な
っ
て
い
た
飼
い
猫
に
も
逃
げ
ら
れ
て
し
ま

う
。そ
ん
な
お
父
さ
ん
に「
癒
」を
送
る
。

一
人
の
父
親
と
し
て
涙
な
し
に
読
め
ま
せ

ん
で
し
た
。

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長　
橋
本
五
郎
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【
絆き

ず
な
た
い
し
ょ
う

大
賞
】

【
日に

本ほ
ん

漢か
ん

字じ

能の
う

力り
ょ
く

検け
ん

定て
い

協き
ょ
う

会か
い

賞し
ょ
う

】

【
審し

ん

査さ

員い
ん

賞し
ょ
う

】

【
佳か

作さ
く

】

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

※掲載の都道府県、学校名、年齢、職業は応募当時のものです。
※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・ 

千ち
ば
し
り
つ
た
か
は
ま
だ
い
い
ち
し
ょ
う
が
っ
こ
う

葉
市
立
高
浜
第
一
小
学
校
　

6
歳さ
い

）

長は

谷せ 
怜れ

愛な 
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P12

（
佐さ
が
け
ん

賀
県
・
鳥と
す
し
り
つ
と
す
し
ょ
う
が
っ
こ
う

栖
市
立
鳥
栖
小
学
校
　

9
歳さ
い

）

江え

崎ざ
き 

遥は
る

斗と 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

（
熊く
ま
も
と
け
ん

本
県
・
合こ
う
し
し
り
つ
に
し
ご
う
し
み
な
み
し
ょ
う
が
っ
こ
う

志
市
立
西
合
志
南
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

後ご

藤と
う 

優ゆ
う

里り 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P20

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
桶お
け
が
わ
し
り
つ
あ
さ
ひ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

川
市
立
朝
日
小
学
校
　

8
歳さ
い

）

大お
お

野の 

壮そ
う

右す
け 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
・
東ひ
が
し
お
お
さ
か
し
り
つ
や
え

大
阪
市
立
八
戸
の
里
さ
と
ひ
が
し
し
ょ
う
が
っ
こ
う

東
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

宮み
や

後ご 

優ゆ
う

花か 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
川か
わ
ご
え
し
り
つ
ち
ゅ
う
お
う
し
ょ
う
が
っ
こ
う

越
市
立
中
央
小
学
校
　

7
歳さ
い

）

越お

智ち 

悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
奈な
ら
け
ん

良
県
・
奈な
ら
し
り
つ
ふ
し
み
し
ょ
う
が
っ
こ
う

良
市
立
伏
見
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

一い
ち

岡お
か 

美み

央お

莉り 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
八や
ち
よ
し
り
つ
み
な
み
た
か
つ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

千
代
市
立
南
高
津
小
学
校
　

6
歳さ
い

）

加か

藤と
う 

鉄て
つ

士し 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22
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（
佐
賀
県
・
成
穎
中
学
校
　
14
歳
）

射
手
矢 

優
太 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
福
岡
県
・
福
岡
県
立
朝
倉
東
高
等
学
校
　
16
歳
）

小
関 

春
花 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

（
京
都
府
・
亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校
　
12
歳
）

牧
野 

心
春 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P32

（
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
情
報
高
等
学
校
　
15
歳
）

福
留 

葵 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P34

（
群
馬
県
・
太
田
市
立
太
田
中
学
校
　
14
歳
）

諸
林 

花
琉 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

（
福
岡
県
・
北
九
州
市
立
洞
北
中
学
校
　
12
歳
）

小
泉 

颯
士 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

（
愛
知
県
・
江
南
市
立
北
部
中
学
校
　
14
歳
）

𠮷
村 

裕
明 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
福
岡
県
・
大
牟
田
高
等
学
校
　
15
歳
）

嘉
藤 

優
斗 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
大
阪
府
・
浪
速
高
等
学
校
　
15
歳
）

三
浦 

結
柚 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P44

（
福
岡
県
・
福
岡
女
子
商
業
高
等
学
校
　
16
歳
）

中
田 

美
月 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

（
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
桜
山
中
学
校
　
14
歳
）

乙
坂 

夏
生 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
青
森
県
・
青
森
市
立
筒
井
中
学
校
　
15
歳
）

逢
坂 

華
枝 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
群
馬
県
・
渋
川
市
立
北
橘
中
学
校
　
13
歳
）

野
村 

杏 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
大
阪
府
・
関
西
創
価
中
学
校
　
12
歳
）

福
田 

正
雄 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
大
阪
府
・
枚
方
市
立
枚
方
中
学
校
　
12
歳
）

松
浦 

奏
一
朗 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校
　
12
歳
）

田
中 

ひ
よ
り 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
東
京
都
・
ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校
　
13
歳
）

北
里 

璃
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
岡
山
県
・
岡
山
市
立
竜
操
中
学
校
　
12
歳
）

水
嶋 

咲
菜 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
福
岡
県
・
福
岡
市
立
平
尾
中
学
校
　
13
歳
）

綾
田 

樹
弥 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

中
学
生・高
校
生
部
門
受
賞
者

（
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
・
大お
お
さ
か
し
り
つ
お
お
え
し
ょ
う
が
っ
こ
う

阪
市
立
大
江
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

後ご

藤と
う 

陽は
る

生き 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
新に
い
が
た
け
ん

潟
県
・
長な
が
お
か
し
り
つ
か
み
ぐ
み
し
ょ
う
が
っ
こ
う

岡
市
立
上
組
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

諏す

訪わ

田だ 

康こ
う

介す
け 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
さ
い
た
ま
市し
り
つ
う
ら
わ
お
お
さ
と
し
ょ
う
が
っ
こ
う

立
浦
和
大
里
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

新し
ん

藤ど
う 

輝ひ

か

る琉 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
東
と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
洗せ
ん
ぞ
く
が
く
え
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

足
学
園
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

舘た
て

野の 

仁ひ
と
し 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
川か
わ
ぐ
ち
し
り
つ
と
づ
か
き
た
し
ょ
う
が
っ
こ
う

口
市
立
戸
塚
北
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

森も
り 

俊し
ゅ
ん

介す
け 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
松ま
つ
ど
し
り
つ
ち
ゅ
う
ぶ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

戸
市
立
中
部
小
学
校
　

6
歳さ
い

）

森も
り

寺で
ら 

結ゆ

彩あ 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P25

（
和わ
か
や
ま
け
ん

歌
山
県
・
橋は
し
も
と
し
り
つ
し
ろ
や
ま
し
ょ
う
が
っ
こ
う

本
市
立
城
山
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

杢も
く

三ぞ
う 

ひ
な
の 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

　8



（
東
京
都
・
大
田
区
立
貝
塚
中
学
校
　
15
歳
）

和
田 
百
華 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
等
学
校
　
18
歳
）

生
駒 

胡
実 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
神
奈
川
県
・
鶴
川
高
等
学
校
　
15
歳
）

今
野 

夏
々
子 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校
　
17
歳
）

西
川 

茉
莉 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
大
阪
府
・
浪
速
高
等
学
校
　
16
歳
）

池
側 

虎
太
郎 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
神
奈
川
県
・
相
洋
高
等
学
校
　
18
歳
）

新
田 

響 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校
　
17
歳
）

堀
口 

花
凪 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
大
阪
府
・
関
西
創
価
高
等
学
校
　
16
歳
）

母
里 

正
恵 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
埼
玉
県
・
秋
草
学
園
高
等
学
校
　
16
歳
）

生
野 

麻
央 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
広
島
県
・
盈
進
高
等
学
校
　
16
歳
）

真
安 

結
菜 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
石
川
県
・
石
川
県
立
羽
咋
工
業
高
等
学
校
　
17
歳
）

竹
田 

ま
と
い 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
東
京
都
・
主
婦
）

山
田 

二
美 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

（
東
京
都
・
杏
林
大
学
）

渡
邉 

夏
実 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P58

（
福
岡
県
・
公
務
員
）

井
上 

礼
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P60

（
福
岡
県
・
会
社
員
）

小
野 
伶
於
奈 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

（
長
野
県
・
日
本
語
教
師
）

古
川 

裕
子 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
神
奈
川
県
・
自
営
業
）

橋
本 

真
弓 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
埼
玉
県
・
自
営
業
）

見
澤 

富
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
北
海
道
・
心
理
職
）

村
上 

沙
由
里 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

桶
川
市
立
朝
日
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
……

P69

流
山
市
立
八
木
北
小
学
校

名
古
屋
市
立
西
味
鋺
小
学
校

太
田
市
立
太
田
中
学
校

練
馬
区
立
北
町
中
学
校

江
南
市
立
北
部
中
学
校

浪
速
高
等
学
校

済
美
高
等
学
校

福
岡
県
立
朝
倉
東
高
等
学
校

帝
塚
山
大
学 

教
育
学
部 

こ
ど
も
教
育
学
科

（
神
奈
川
県
・
教
員
）

熊
谷 

満
帆 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
京
都
府
・
教
員
）

岩
田 

陽 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
宮
城
県
・
教
員
）

村
形 

舞
香 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

見
澤 

有
美 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
秋
田
県
・
主
婦
）

笹
村 

紀
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
東
京
都
・
会
社
員
）

小
松
崎 

潤 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

大
学
生
・一
般
部
門
受
賞
者

団
体
賞
　
受
賞
団
体

9



　10



11

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ
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絆 大 賞
 きずな             たい              しょう

（千
ち

葉
ば

県
けん

・千
ち

葉
ば

市
し

立
りつ

高
たか

浜
はま

第
だい

一
いち

小
しょう

学
がっ

校
こう

 6 歳
さい

）

長 谷  怜 愛 さ ん
は れせ な

い
っ

ぽ
ん

と



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

13

大た
い

し
ょ
う
を
も
ら
っ
た
と
き
い
て
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

わ
た
し
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の
で
、
ま
い
日に
ち

お
い
の
り
を
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
せ
ん
そ
う
の
こ
と
に
つ
い
て
も
お
い
の
り
し

ま
し
た
。

「
止
」
と
い
う
か
ん
字じ

は
マ
マ
か
ら
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
「
正
」
と
い
う
か
ん
字じ

と
に
て
る
こ
と
に
気き

づ
き
ま
し
て
、

さ
く
文ぶ
ん

に
し
よ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。

か
ん
字じ

は
ま
だ
む
ず
か
し
い
け
ど
、
な
ら
う
と
お
も
し
ろ
い
な

と
お
も
い
ま
す
。

れ
な
さ
ん
、
あ
な
た
の
「
止
」
に
こ
め
た
ね
が
い
に
、
と
て
も

か
ん
ど
う
し
ま
し
た
。
せ
か
い
を
お
そ
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
と
せ
ん

そ
う
が
な
く
な
れ
ば
、
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
の
に
、
と
い

う
き
も
ち
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
み
ん
な
が
そ
う

お
も
っ
て
く
れ
る
と
ほ
ん
と
う
に
い
い
で
す
ね
。
お
じ
さ
ん
（
お

じ
い
さ
ん
か
な
）
は
、
れ
な
さ
ん
の
お
ね
が
い
を
き
き
な
が
ら
、

わ
た
し
た
ち
お
と
な
は
「
正
」
し
い
よ
の
な
か
に
す
る
た
め
に

も
っ
と
も
っ
と
ど
り
ょ
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
と
、
れ
な
さ

ん
に
し
か
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

（
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）



　14

日
に

本
ほん

漢
かん

字
じ

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

協
きょう

会
かい

賞
しょう

（佐
さ

賀
が

県
けん

・鳥
と

栖
す

市
し

立
りつ

鳥
と

栖
す

小
しょう

学
がっ

校
こう

 9 歳
さい

）

江 崎  遥 斗 さ ん
はるざき とえ

と
う

て
ん

と
う

と
う

か
あ

ご
く

き

き げ
ん

げ
ん

ぞ
く

こ
こ
ろ

な
か

か

か
ら

て

な
ら

は
じ



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

15

賞し
ょ
うを

も
ら
っ
て
と
て
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
言こ

と

葉ば

が
お

父と
う

さ
ん
に
伝つ

た

わ
っ
た
ら
嬉う

れ

し
い
で
す
。
僕ぼ

く

は
お
母か

あ

さ
ん
を
お
父と

う

さ

ん
の
か
わ
り
に
守ま
も

り
助た

す

け
た
い
と
思お

も

っ
て
空か

ら

手て

を
習な

ら

い
始は

じ

め
ま
し

た
。
僕ぼ
く

が
5
歳さ

い

の
時と

き

に
お
父と

う

さ
ん
が
亡な

く
な
っ
て
と
て
も
さ
び
し

か
っ
た
け
ど
、
お
父と
う

さ
ん
が
い
た
時と

き

の
思お

も

い
出で

は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
と
て
も
僕ぼ
く

の
事こ

と

を
愛あ

い

し
て
く
れ
て
自じ

転て
ん

車し
ゃ

の
練れ

ん

習し
ゅ
うに

付つ

き

合あ

っ
て
く
れ
た
り
、
野や

球き
ゅ
うを
教お

し

え
て
く
れ
た
り
一い

っ

緒し
ょ

に
よ
く
買か

い

物も
の

に
連つ

れ
て
行い

っ
て
く
れ
て
僕ぼ

く

が
欲ほ

し
い
も
の
を
買か

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
事こ
と

を
今い

ま

も
大た

い

切せ
つ

に
覚お

ぼ

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

お
父と
う

さ
ん
の
か
わ
り
に
は
な
れ
ま
せ
ん
が
お
父と

う

さ
ん
の
思お

も

い
を
僕ぼ

く

が
守ま

も

っ
て
い
き
た
い
と
思お

も

っ
て
こ
の
漢か

ん

字じ

を
書か

き
ま
し
た
。

守
と
い
う
字じ

は
、
家い

え

を
表

あ
ら
わ

す
う
か
ん
む
り
に
手て

を
表

あ
ら
わ

す
寸す

ん

か
ら

な
り
、
家い
え

の
中な

か

で
何な

に

事ご
と

か
を
行

お
こ
な

う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
も
る
の

意い

と
な
っ
た
字じ

だ
そ
う
で
す
。

は
る
と
君く
ん

が
書か

い
て
く
れ
た
字じ

は
、
家い

え

が
で
～
ん
と
大お

お

き
く
立り

っ

派ぱ

で
す
。

亡な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
父と

う

さ
ん
の
代か

わ
り
に
お
母か

あ

さ
ん
を

ぜ
っ
た
い
に
守ま
も

る
ん
だ
と
い
う
強つ

よ

い
意い

志し

を
感か

ん

じ
ま
す
。
心

こ
こ
ろ
の
中な

か

に
い
る
お
父と

う

さ
ん
と
と
も
に
、
家か

族ぞ
く

を
守ま

も

る
大だ

い

黒こ
く

柱ば
し
らに

育そ
だ

っ
て
ほ

し
い
と
願ね
が

い
ま
す
。
（
山や

ま

崎ざ
き

信の
ぶ

夫お

）
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（埼
さい

玉
たま

県
けん

・桶
おけ

川
がわ

市
し

立
りつ

朝
あさ

日
ひ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 8 歳
さい

）

大 野  壮 右 さ ん
そうの すけおお

な
つ

は

く
さ

く
さ

く
さ

ち
ゅ
う

む
し

そ
う

す
け



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

17

ぼ
く
の
作さ

く

品ひ
ん

が
審し

ん

査さ

員い
ん

賞し
ょ
うに

え
ら
ば
れ
た
と
聞き

い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
毎ま
い

年と
し

川か
わ
ら原

で
カ
マ
キ
リ
の
た
ま
ご
を
か
れ
草く

さ

ご
と

と
っ
て
来き

て
、
に
わ
の
木き

に
は
り
金が

ね

で
く
く
り
つ
け
ま
す
。
す
る

と
、
春は
る

の
あ
た
た
か
い
日ひ

に
、
た
ま
ご
か
ら
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
赤あ

か

ち
ゃ
ん
が
出で

て
く
る
の
が
見み

ら
れ
る
ん
で
す
。
す
ぐ
に
小ち

い

さ
な
小ち

い

さ
な
カ
マ
キ
リ
に
な
っ
て
ち
ら
ば
っ
て
行い

き
ま
す
。
と
き
ど
き
草く

さ

の
中な

か

か
ら
成せ

い

長ち
ょ
うし

た
カ
マ
キ
リ
を
見み

つ
け
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
マ
マ
が
草く
さ

む
し
り
を
始は

じ

め
る
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
す
。

で
も
、
賞
し
ょ
う

を
も
ら
え
て
マ
マ
も
喜

よ
ろ
こ

ん
で
い
る
の
で
、
ぼ
く
の
こ
ん

虫ち
ゅ
うラ
ン
ド
は
マ
マ
か
ら
守ま

も

ら
れ
そ
う
で
す
。

壮そ
う

右す
け

く
ん
、
き
み
の
こ
ん
虫

ち
ゅ
う

を
愛あ

い

す
る
き
も
ち
と
や
さ
し
さ

が
よ
く
で
て
い
ま
す
。
こ
ん
虫
ち
ゅ
う

に
と
っ
て
は
草く

さ

が
な
く
な
る
と
、

食た

べ
も
の
や
す
む
家い

え

、
か
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

も
ん
ね
。
で
も
、
マ
マ
の
き
も
ち
も
わ
か
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

ね
。
マ
マ
は
、
草く
さ

が
い
っ
ぱ
い
は
え
て
い
る
と
、
蚊か

が
は
っ
せ
い

し
て
、
壮そ
う

右す
け

く
ん
が
さ
さ
れ
は
し
な
い
か
と
し
ん
ぱ
い
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
あ
る
い
は
、
に
わ
は
き
れ
い
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
と
壮そ
う

右す
け

く
ん
に
お
し
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
な
と
も
わ
た
し
は
お
も
う
ん
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
っ
て
た
い

へ
ん
な
ん
で
す
よ
。
（
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（大
おお

阪
さか

府
ふ

・ 東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

立
りつ

八
や

戸
え

の里
さと

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

 10 歳
さい

）

宮 後  優 花 さ ん
ゆうご かみや

い
も
う
と

い
も
う
と

い
も
う
と

い
も
う
と

わ
た
し

た
び

て
ん

し

じ

か
ん

お
く

わ
た
し

わ
た
し

い

わ
た
し

あ
た
ま

え

が
お

げ
ん

げ
ん

き

き

と
き

ふ

あ
ん

と
き

か
な

と
き

わ
ら

わ
ら
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優ゆ
う

花か

さ
ん
、
「
笑
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
笑わ

ら

い
が
あ
り
ま
す
。
ほ

ん
と
う
は
う
れ
し
く
な
い
「
苦く

笑し
ょ
う」

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
あ
な
た
の
「
笑
」
は
心
こ
こ
ろ
か
ら
の
幸

し
あ
わ
せ
の
笑え

顔が
お

で
す
。
私

わ
た
し
に
は

う
る
わ
し
い
ふ
た
り
の
す
が
た
が
は
っ
き
り
見み

え
ま
す
。
ふ
つ
う

な
ら
お
姉ね
え

さ
ん
が
妹

い
も
う
とさ
ん
の
頭

あ
た
ま
を
な
で
な
が
ら
「
大だ

い

丈
じ
ょ
う

夫ぶ

、
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

」
と
言い

い
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
の
ば
あ
い
は
逆

ぎ
ゃ
く

で
す
。
そ
こ
に
、
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
は
な
す
こ
と
が
で
き
な
く
と

も
、
ほ
ん
の
う
て
き
に
姉あ
ね

を
お
も
い
や
る
妹

い
も
う
とと

、
そ
ん
な
妹

い
も
う
とを

た

ま
ら
な
く
い
と
お
し
い
と
思お
も

う
姉あ

ね

の
「
姉し

ま
い妹

愛あ
い

」
が
う
か
び
あ

が
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
仲な
か

良よ

く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）

担た
ん

任に
ん

の
先せ

ん

生せ
い

か
ら
、
ク
ラ
ス
の
中な

か

に
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし

た
者も

の

が
い
る
と
聞き

い
て
、
そ
れ
が
私

わ
た
し

だ
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
時と

き

は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思お
も

い
ま
し
た
。

私わ
た
しは

三さ
ん

姉し
ま
い妹

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

で
、
一い

ち

番ば
ん

下し
た

の
妹

い
も
う
とは

３
歳さ

い

で
す
。
少す

こ

し
ず

つ
言こ
と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
て
き
て
、
お
話

は
な
し
す
る
の
が
と
て
も
楽た

の

し
い
で
す
。

塾じ
ゅ
くの

テ
ス
ト
の
点て

ん

が
悪わ

る

か
っ
た
時と

き

や
疲つ

か

れ
た
時と

き

に
、
は
げ
ま

し
て
く
れ
た
り
笑わ
ら

っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
本ほ

ん

当と
う

に
元げ

ん

気き

が
出で

ま
す
。

時と
き

々ど
き

け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
妹

い
も
う
との

笑え

顔が
お

は
、
い

つ
も
私
わ
た
し
や
家か

族ぞ
く

を
笑え

顔が
お

に
し
て
く
れ
ま
す
。
妹

い
も
う
とが
も
う
少す

こ

し
大お

お

き

く
な
っ
た
ら
、
こ
の
作さ
く

品ひ
ん

を
見み

せ
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

本ほ
ん

当と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（熊
くま

本
もと

県
けん

・合
こう

志
し

市
し

立
りつ

西
にし

合
ごう

志
し

南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 12 歳
さい

）

後 藤  優 里 さ ん
ゆうとう りご

そ

ふ

わ
た
し

わ
た
し

こ
と

こ
と

は
じ

し

し は
げ

よ
ろ
こ

で

え

が
お

な
に

い

は
な

わ

ど
う

じ

ま
ご

は
な

は
な

か
な

そ

そ

そ

に
っ

そ

ふ

ふ

ふ

き

み

ふ

び
ょ
う

き

の
ど

あ
な

あ

こ
え

な

わ
た
し
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ま
さ
か
私

わ
た
し

の
書か

い
た
作さ

く

品ひ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
素す

晴ば

ら
し
い
賞

し
ょ
う

を

取と

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思お

も

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ご
く

嬉う
れ

し
い
で
す
。
ま
た
、
祖そ

父ふ

が
病び

ょ
う
き気
に
な
り
、
亡な

く
な
っ
た
こ
と

は
す
ご
く
悲か
な

し
か
っ
た
け
ど
、
賞

し
ょ
う

が
も
ら
え
た
こ
と
は
祖そ

父ふ

の
お

か
げ
な
の
で
感か
ん

謝し
ゃ

し
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。
祖そ

父ふ

も
天て

ん

国ご
く

で
喜

よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
て
い
る
と
良よ

い
な
と
思お

も

い
ま
す
。

　

優ゆ
う

里り

さ
ん
、
お
祖じ

父い

さ
ん
の
日に

っ

記き

を
読よ

む
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
ね
。
お
祖じ

父い

さ
ん
は
き
っ
と
孫ま

ご

の
あ
な
た
に
言い

い
た

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
を
言い

え
な
い
つ

ら
さ
は
ど
ん
な
に
深ふ
か

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ
な
た
は
お
祖じ

父い

さ
ん
が
亡な

く
な
っ
た
あ
と
で
す
け
れ
ど
、
日に

っ

記き

を
読よ

む
こ
と
で

お
祖じ

父い

さ
ん
の
本ほ

ん

当と
う

の
気き

持も

ち
を
知し

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

な
た
に
感か
ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
こ
と
も
知し

り
ま
し
た
。
そ
う
で
す
。
会か

い

話わ

は
な
く
と
も
、
相あ

い

手て

を
思お

も

い
や
る
気き

持も

ち
が
あ
れ
ば
、
心

こ
こ
ろ

は
通つ

う

じ

る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
あ
な
た
の
一い
っ

生し
ょ
うの

財ざ
い

産さ
ん

に
な
る
に
違ち

が

い

あ
り
ま
せ
ん
。
（
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

私わ
た
しの
お
兄に
い

ち
ゃ
ん
は
、
障
し
ょ
う
が
い害
を
も
っ
て
い
ま
す
。

外そ
と

に
出で

か
け
る
時と
き

は
、
バ
ギ
ー
と
い
う
乗の

り
物も
の

に

乗の

っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
目め

立だ

っ
て

し
ま
い
、
冷つ

め

た
い
視し

線せ
ん

を
感か
ん

じ
ま
す
。
で
も
私
わ
た
し
は
全
ま
っ
た

く
恥は

ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
私
わ
た
し
の
お
兄に
い

ち
ゃ
ん
で
す
か
ら
。
い
つ
ま
で
も
、輝
か
が
や
い
て
い
て
ね
！

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
や
さ
し
い
。
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ん
で
、
い
っ
し
ょ
に
ね
て
く
れ
る
。
お

さ
ん
ぽ
や
は
み
が
き
も
い
っ
し
ょ
に
し
て
く
れ
る
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
や
な
こ
と
が
一ひ

と

つ
も
な
い
。
ぼ

く
は
、
一い

ち

ば
ん
だ
い
す
き
な
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
ゆ
う

一い
ち

ろ
う
の
一い
ち

ば
ん
を
あ
げ
ま
す
。

「
大お
お

き
く
な
っ
た
ね
。」
ち
い
さ
い
こ
ろ
の
し
ゃ

し
ん
と
、
い
ま
の
し
ゃ
し
ん
を
み
な
が
ら
、
お
か

あ
さ
ん
が
、
う
れ
し
そ
う
に
い
っ
て
た
。
が
っ
こ

う
で
、
し
ん
た
い
そ
く
て
い
を
し
て
き
た
と
き
も
、

「
す
ご
い
ね
」
っ
て
、
わ
ら
っ
て
た
。
ぼ
く
は
、

ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
た
べ
て
、
す
ぐ
に
大お

お

き
く
な

り
た
い
な
。

じいちゃん

ゆう一
いち

ろう

妹
いもうと

の美
み

央
お

莉
り

おかあさん

てつし

（
奈な

良ら

県け
ん
・
奈な

良ら

市し

立り
つ

伏ふ
し
見み

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

一
岡 

美
央
莉
さ
ん

い
ち

み

お
か

お

（
埼さ
い

玉た
ま
県け
ん
・
川か
わ

越ご
え
市し

立り
つ

中
ち
ゅ
う

央お
う

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

7
歳さ
い
）

越
智 

悠
一
郎
さ
ん

お

ゆ
う

ち

い
ち

（
千ち

葉ば

県け
ん
・
八や

千ち

代よ

市し

立り
つ

南
み
な
み

高た
か
津つ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

6
歳さ
い
）

加
藤 

鉄
士
さ
ん

か

て
つ

と
う

し

お兄
にい

ちゃん

り

ろ
う
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

ぼ
く
の
じ
い
じ
は
近ち
か

く
の
横お
う

断だ
ん

歩ほ

道ど
う

で
毎ま
い

朝あ
さ

は
た

当と
う

番ば
ん

を
し
て
通つ
う

学が
く

班は
ん

を
見み

守ま
も

っ
て
い
る
。
暑あ
つ

い
日ひ

も

寒さ
む

い
日ひ

も
雨あ
め

の
日ひ

も
小
し
ょ
う
が
く
せ
い

学
生
の
交こ
う

通つ
う

安あ
ん

全ぜ
ん

を
見み

守ま
も

っ

て
い
る
。
ぼ
く
は
、
来ら

い

年ね
ん

の
春は
る

卒そ
つ

業ぎ
ょ
うす
る
。
じ
い
じ

の
姿

す
が
た
を
見み

ら
れ
な
く
な
る
の
は
さ
み
し
い
が
将
し
ょ
う

来ら
い

警け
い

察さ
つ

官か
ん

に
な
り
ぼ
く
が
じ
い
じ
と
地ち

域い
き

を
守ま
も

り
ま
す
。

僕ぼ
く

の
家い
え

で
は
あ
ま
り
家か

族ぞ
く

が
そ
ろ
わ
な
い
。
テ
ニ

ス
の
コ
ー
チ
の
仕し

事ご
と

を
す
る
父ち
ち

、
調
ち
ょ
う

理り

師し

の
母は
は

、
可か

愛わ
い

ら
し
い
弟
お
と
う
と。
だ
が
時と
き

に
そ
ろ
い
皆み
な

で
出で

か
け
る
こ

と
が
あ
る
。
僕ぼ

く

は
そ
の
時じ

間か
ん

が
と
て
も
楽た
の

し
い
ん

だ
。
だ
か
ら
、
家か

族ぞ
く

が
そ
ろ
っ
て
一ひ
と

つ
に
な
る
、
そ

の
一い

ち

日に
ち

、
一い
っ

時と
き

を
僕ぼ
く

は
大た
い

切せ
つ

に
過す

ご
そ
う
と
思お
も

う
。

い
つ
も
塾
じ
ゅ
く
の
日ひ

は
、
ぼ
く
の
好す

き
な
お
か
ず
の
お

弁べ
ん

当と
う

を
作つ
く

っ
て
く
れ
る
。
お
か
げ
で
満ま
ん

腹ぷ
く

に
な
っ
て

勉べ
ん

強
き
ょ
う

頑が
ん

張ば

れ
る
よ
。
テ
ス
ト
前ま
え

に
は
一い
っ

緒し
ょ

に
勉べ
ん

強
き
ょ
う

に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
。
お
か
げ
で
満ま
ん

点て
ん

が
と
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
よ
。
お
つ
か
れ
さ
ま
と
帰か

え

り
道み
ち

で

待ま

っ
て
い
て
く
れ
る
。
母は
は

の
優や
さ

し
さ
で
ぼ
く
は
満み

た

さ
れ
る
。

じいじ

新
しん

藤
どう

輝
ひ か る

琉

母
はは

ぼく

家
か

族
ぞく

康
こう

介
すけ

（
大お
お

阪さ
か
府ふ

・
大お
お

阪さ
か
市し

立り
つ

大お
お
江え

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

後
藤 
陽
生
さ
ん

ご

は
る

と
う

き

（
埼さ
い

玉た
ま
県け
ん
・
さ
い
た
ま
市し

立り
つ

浦う
ら
和わ

大お
お

里さ
と

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

新
藤 

輝
琉
さ
ん

し
ん

ひ

か

る

ど
う

（
新に
い

潟が
た
県け
ん
・
長な
が

岡お
か
市し

立り
つ

上か
み

組ぐ
み

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

諏
訪
田 

康
介
さ
ん

す

だ

わ

こ
う

す
け
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佳 作

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教お
し

え
て
く
れ
た
戦せ
ん

争そ
う

時じ

代だ
い

の
お
話
は
な
し
、
も
う
聞き

け
な
い
ん
だ
ね
。
も
っ
と
も
っ
と

聞き

い
て
お
け
ば
良よ

か
っ
た
な
。
今い
ま

に
な
っ
て
後こ
う

悔か
い

し

て
い
る
よ
。「
食た

べ
物も
の

が
な
い
時じ

代だ
い

だ
っ
た
か
ら
、

米こ
め

粒つ
ぶ

一ひ
と

粒つ
ぶ

だ
っ
て
お
し
か
っ
た
ん
だ
よ
。」
忘わ
す

れ
な

い
よ
。
最さ

い

後ご

の
一ひ

と

粒つ
ぶ

ま
で
食た

べ
る
か
ら
ね
。

「
最さ
い

後ご

の
か
ら
あ
げ
ど
っ
ち
が
食た

べ
る
？
」「
半は
ん

分ぶ
ん

こ
し
よ
う
。」
い
つ
も
そ
う
言い

っ
て
く
れ
る
優や
さ

し

い
弟

お
と
う
と。

し
か
し
、
世せ

界か
い

は
優や
さ

し
い
人ひ
と

だ
け
じ
ゃ
な
い
。
人じ
ん

生せ
い

は
楽た
の

し
い
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
辛つ
ら

い
こ
と
も
あ

る
。
ち
ー
く
ん
、こ
れ
か
ら
辛つ

ら

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

半は
ん

分ぶ
ん

こ
し
よ
う
ね
。

一い
っ

本ぽ
ん

ぬ
け
た
よ
、
小ち
い

さ
な
歯は

。
二に

本ほ
ん

ぬ
け
た
よ
小ち
い

さ
な
歯は

。
い
っ
ぱ
い
ぬ
け
た
よ
、
小ち
い

さ
な
歯は

。
ひ
ぃ

ば
ぁ
に
、
じ
ま
ん
し
て
み
た
ら
歯は

ぐ
き
ご
と
全ぜ
ん

部ぶ

取と

れ
た
、
ひ
ぃ
ば
ぁ
の
大お
お

き
な
歯は

。

口く
ち

を
O
の
字じ

に
開あ

け
な
が
ら
、
ウ
エ
ニ
ワ
ウ
エ
ガ

イ
ル
っ
て
理り

解か
い

し
た
。

オ
ー

弟
おとうと

杢
もく

三
ぞう

ひなの

ひいおばあちゃん

僕
ぼく

ひぃばぁ

俊
しゅん

介
すけ

（
東と
う

京
き
ょ
う
都と

・
洗せ
ん

足ぞ
く

学が
く

園え
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

10
歳さ
い
）

舘
野 

仁
さ
ん

た
て

ひ
と
し

の

（
和わ

歌か

山や
ま
県け
ん
・
橋は
し

本も
と
市し

立り
つ

城し
ろ

山や
ま

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

杢
三 

ひ
な
の
さ
ん

も
く

ぞ
う

（
埼さ
い

玉た
ま
県け
ん
・
川か
わ

口ぐ
ち
市し

立り
つ
戸と

塚づ
か

北き
た

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

10
歳さ
い
）

森 

俊
介
さ
ん

も
り

す
け

し
ゅ
ん
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

３
さ
い
の
と
き
に
た
ん
ざ
く
に
い
も
う
と
が
ほ
し

い
と
か
い
た
ら
か
わ
い
い
い
も
う
と
が
う
ま
れ
ま
し

た
。
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ
り
ち
ょ
っ
と
け
ん
か
も

す
る
け
ど
ま
い
に
ち
た
の
し
い
。
ね
が
い
ご
と
が
か

な
っ
て
う
れ
し
い
。
い
も
う
と
が
ほ
し
い
と
お
ね
が

い
ご
と
を
し
た
３
さ
い
の
わ
た
し
に
あ
り
が
と
う
。

３さいのわたし

６さいのわたし

（
千ち

葉ば

県け
ん
・
松ま
つ
戸ど

市し

立り
つ

中
ち
ゅ
う
部ぶ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

6
歳さ
い
）

森
寺 
結
彩
さ
ん

も
り

ゆ

で
ら

あ
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中
学
生
・
高
校
生
部
門
受
賞
者
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（佐賀県・成穎中学校 14 歳）

射 手 矢  優 太 さ ん

絆 大 賞
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審
査
員
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ら
の
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メ
ン
ト

29

こ
の
度
は
、
絆
大
賞
に
ご
選
出
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　

僕
は
今
ま
で
沢
山
の
漢
字
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
応
募
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
一
文
字
を
選
ぼ
う
か
、
と
て

も
迷
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
す
こ

と
が
で
き
る
「　

甘　

」
に
し
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
き
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
学
校
の
先
生

方
、
友
人
、
家
族
み
ん
な
も
喜
ん
で
く
れ
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
漢
字
と
出
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
時
々
の
自
分
に
合
う
漢
字
一
文
字
を
発
見
出
来
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
度
は
妹
と
一
緒
に
卵
焼
き
を
作
り
、
祖
父
母
や
両
親
に
も
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

手
作
り
の
卵
焼
き
の
美
味
し
さ
に
、
妹
さ
ん
の
笑
顔
。
ま
さ
し

く
「
甘
」
と
い
う
漢
字
が
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

　

口
に
食
物
を
は
さ
む
様
子
を
表
し
た
と
い
わ
れ
る
「
甘
」
で
す

が
、
味
覚
の
他
に
も
心
の
満
足
や
喜
び
も
表
現
で
き
る
一
文
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
兄
と
妹
、
お
互
い
を
想お
も

う
気
持
ち
が
ふ
ん
わ
り

と
優
し
く
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
こ
ち
ら
ま
で
心
が
甘
く
な
り
ま

し
た
。

　

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
仲
の
良
い
二
人
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
や
す
み
り
え
）
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（福岡県・福岡県立朝倉東高等学校 16 歳）

小 関  春 花 さ ん

絆 大 賞



受
賞
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ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
、
「
絆
大
賞
」
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
か
ら
受
賞
を
聞
い
た
と
き
は
、
ま
さ

か
受
賞
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
戸
惑
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
喜
び
が
込
み
上
げ
、
帰
宅
後
す
ぐ
に
家

族
に
報
告
し
ま
し
た
。
日
頃
、
家
族
に
自
分
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
「
こ
の
機
会
に
！
」
と
一
番
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
祖
父
へ
手
紙
を
書
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
高
校
生

に
な
り
祖
父
と
話
す
時
間
が
減
っ
て
し
ま
い
、
祖
父
の
笑
っ
た
顔

が
な
か
な
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て

ほ
し
い
、
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。
祖
父
に
受
賞
を
知
ら
せ

る
と
、
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
少
し
恥
ず
か
し
さ
は
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。

「
充
」
の
字
は
体
力
・
気
力
に
満
ち
た
ふ
っ
く
ら
と
肥
え
た
人

の
姿
形
を
象
か
た
ど

る
と
字
典
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
漢
字
が
発
明
さ
れ
た
古
代
中
国
に
お
け
る
豊
か
さ
が

描
か
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

春
花
さ
ん
の
文
章
か
ら
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
「
私
」
と
の
と

て
も
親
し
い
関
係
性
が
読
み
手
に
切
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
し
た
。 

「
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ

と
ば
を
引
き
受
け
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
も
は
や

な
く
て
は
な
ら
な
い
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
充
電
器
を
思
い
つ
い

た
「
私
」
。 

現
代
の
日
常
で
、
充
電
器
に
満
ち
る
も
の
が
繋つ

な

ぐ
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
「
充
」
の
字
を
通
じ
て
、
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
春
花
さ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
に
絆
大
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）
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（京都府・亀岡市立南桑中学校 12 歳）

牧 野  心 春 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
度
は
素
敵
な
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

先
生
か
ら
受
賞
し
た
事
を
聞
い
た
時
は
「
嬉
し
い
！
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
先
生
が
戸
惑
い
な
が
ら
「
こ
れ
、
す
ご
い
賞
だ
よ

…
」
と
言
っ
た
時
、
私
は
驚
き
で
学
校
な
の
に
叫
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

「
拾
」
は
私
の
生
活
に
ぴ
っ
た
り
の
漢
字
で
す
。
お
母
さ
ん
は

私
が
勉
強
が
分
か
ら
な
い
時
に
言
う
「
分
か
ら
へ
ん
…
」
と
い
う

決
ま
り
文
句
を
聞
き
逃
し
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
教
え
に
飛
ん
で
来
て

く
れ
ま
す
。

で
も
、
た
ま
ー
に
お
母
さ
ん
と
の
間
に
流
れ
る
気
ま
ず
い
空

気
の
中
で
、
い
つ
も
の
決
ま
り
文
句
を
言
っ
て
も
来
て
く
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
予
想
以
上
に
悲
し
い
の
で
す
。
だ
か
ら
当
た
り
前
に

拾
っ
て
く
れ
る
事
が
嬉
し
い
で
す
。
で
す
が
、
あ
ま
り
拾
い
す
ぎ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
私
は
お
母
さ
ん
や
家

族
が
大
好
き
で
す
。

私
の
作
品
を
選
ん
で
下
さ
っ
た
審
査
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
春
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
と
っ
て
も
素
敵
な
方
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。

子
供
の
こ
と
を
い
つ
で
も
気
に
か
け
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
心
春
さ
ん
か
ら
ふ
と
漏
れ
る
小
さ
な
声
も
聞
き
逃
さ

ず
、
脱
い
だ
ま
ま
の
靴
下
を
片
付
け
る
か
の
よ
う
に
拾
っ
て
く
れ

る
。
な
に
か
ら
な
に
ま
で
拾
っ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
の
心
春
さ
ん
の
、
「
で
も
拾

い
す
ぎ
は
注
意
。
疲
れ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
。
」
と
ま
る
で
他
人
事
の

よ
う
な
言
い
回
し
に
、
中
学
生
ら
し
さ
を
感
じ
、
つ
い
笑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

良
い
家
族
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
日
常
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
山
崎
信
夫
）
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（鹿児島県・鹿児島情報高等学校 15 歳）

福 留  葵 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
私
の
作
品
を
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
た
審
査
員
の
皆
様
、
本
当

に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

誰
に
ど
ん
な
漢
字
を
贈
ろ
う
か
と
考
え
た
と
き
に
、
１
番
は

じ
め
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
顔
で
し
た
。
中
学

の
頃
は
あ
ま
り
人
と
話
せ
ず
、
俯
う
つ
む

い
て
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
優

し
く
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
今
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。

顔
を
あ
げ
る
と
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
と
同
時
に
色
々

な
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
笑
っ
た
顔
も
悲
し
い
顔
も
怒
っ
た
顔

も
そ
の
人
を
つ
く
り
、
人
と
人
を
繋つ
な

ぐ
大
切
な
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
作
品
の
中
に
書
い
て
あ
る
「
に
ら
め
っ
こ
」
は
み

ん
な
で
笑
い
合
っ
た
思
い
出
深
い
遊
び
で
す
。
私
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
の
人
が
も
う
一
度
、
お
互
い
の
顔
を
み
て
心
を

通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
！
に
ら
め
っ
こ
し
た
い
で
す
ね
。

マ
ス
ク
を
取
っ
て
、
で
き
る
だ
け
面
白
い
顔
を
作
っ
て
、
な
に

も
か
も
忘
れ
て
、
腹
の
底
か
ら
大
笑
い
し
た
い
で
す
ね
。

幼
稚
だ
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
。

人
は
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
も
っ
た
高
度
な
動
物
で
す
。
人
は
、

他
人
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
そ
の
人
の
言
葉
だ
け
で
な
く
、
表
情
や
仕
草
な
ど
を

た
よ
り
に
読
み
取
り
な
が
ら
、
そ
の
人
と
の
人
間
関
係
を
う
ま
く

築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
表
情
が
見
え
な
い
、
分
か
ら
な
い
で

は
、
不
安
に
な
り
、
悲
し
い
顔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
の
状
況
に
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
方
か
ら
共

感
が
得
ら
れ
る
作
品
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
山
崎
信
夫
）
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（福岡県・北九州市立洞北中学校 12 歳）

小 泉  颯 士 さ ん

審査員賞
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僕
は
、
先
生
か
ら
こ
の
作
品
で
受
賞
し
た
と
聞
い
た
時
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

友
人
、
家
族
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

「
和
」
の
漢
字
を
選
ん
だ
の
は
、
つ
い
弟
と
け
ん
か
し
た
り
、
言

い
合
い
を
し
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
本
当
は
い
つ
も
家
族
と
和
や
か

に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
に
怒
っ
て
も
、
次

の
日
に
は
笑
い
合
え
る
の
は
や
っ
ぱ
り
家
族
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
文
章
を
書
く
の
は
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
素
直
な
気
持
ち
を
書

い
て
み
て
、
選
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
自
信
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
僕
の
祖
母
は
２
人
い
ま
す
が
、
２

人
と
も
名
前
に
「
和
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
人
の
祖
母

も
こ
の
受
賞
を
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

「
和
」
の
心
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
素
敵
な

賞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
族
へ
の
素
直
な
気
持
ち
を
込
め
て
こ
の
一
字
を
選
ん
で
い
ま

す
。
家
庭
内
の
「
和
や
か
」
「
平
和
」
を
願
う
気
持
ち
も
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
一
説
に
は
、
人
の
声
と
声
が
調
和
す
る
「
な

ご
む
」
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
漢
字
は
成
り
立
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
と
て
も
人
間
味
の
あ
る
一
字
だ
と
感
じ

ま
す
。
喧け
ん

嘩か

や
、
嫌
な
事
を
言
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
家
族
な
ら
で

は
の
「
和
」
が
颯
士
さ
ん
を
包
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
ね
。

（
や
す
み
り
え
）
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（群馬県・太田市立太田中学校 14 歳）

諸 林  花 琉 さ ん

審査員賞
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『
虹
を
見
た
け
れ
ば
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
の
雨
は
我
慢
し
な

い
と
ね
』
こ
の
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
の
女
優
で
歌
手
で
も
あ
る
ド

リ
ー
・
パ
ー
ト
ン
の
言
葉
で
す
。
彼
女
は
２
０
２
０
年
に
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
始
め
た
時
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
１
億
円
を
寄

付
し
た
そ
う
で
す
。
私
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
虹
と
い
う
明
る

い
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
見
る
た
め
に
は
雨
も
我
慢
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
で
も
、
自
分
１
人
で
我
慢
し
な
く
て
も
良
い
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
周
り
の
家
族
、
友
達
、
先
生
な
ど
と
助
け
合
っ
て

い
け
ば
良
い
。
彼
女
の
寄
付
は
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
大
い
に
役
立

ち
、
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
た
く
さ
ん
の
人
々
を
救
い
ま
し

た
。
『
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
』
皆
で
助
け
合
っ
て
生
き
て
い

け
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
が
虹
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
度
は
審
査
員
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

け
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
ド
リ
ー
・
パ
ー
ト
ン
と
い
う
女
優
の
言
葉
な
ん
で

す
ね
。
心
に
響
く
言
葉
と
出
会
え
る
の
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
学
生
時
代
に
過
去
の
偉
人
の
遺
し
た
名
言
集

を
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
虹
」
が
虫
偏

な
の
は
、
竜
に
な
る
大
蛇
が
大
空
を
貫
く
と
き
に
作
ら
れ
る
も
の

が
「
に
じ
」
だ
と
い
う
古
代
中
国
の
考
え
方
に
由
来
す
る
そ
う
で

す
。
新
し
い
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
虹
」
、
心
に
架
か
る
と

い
い
で
す
ね
。
（
や
す
み
り
え
）
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（愛知県・江南市立北部中学校 14 歳）

𠮷 村 裕 明 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
正
直
、
今
に
な
っ
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
初
、
先
生
か
ら
こ
の
賞
を
受
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
時
、
何

の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
ず
、
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
兄
貴
は
勿
論
、
親
で
す
ら
言
っ
て
な
か
っ
た
気
持

ち
を
「
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
機
会
に
文
章

と
し
て
書
き
表
せ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
「
真
」
と
い
う
漢
字
に
は
「
ま
こ
と
」
や
「
ほ
ん
と
う
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
僕
と
兄
貴
の
よ
う
に
実
際
に
は
血

の
繋つ
な

が
り
の
な
い
義
理
の
兄
弟
で
も
、
心
は
互
い
に
繋
が
っ
て
い

る
、
血
の
繋
が
り
よ
り
も
も
っ
と
分
厚
い
「
絆
」
で
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
僕
は
、
こ
の
関
係
を
誰
が
な
ん
と
言
お
う
と
紛ま
が

い
も
な
い

「
真
」
の
兄
弟
だ
と
胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
恥
ず

か
し
く
て
、
ず
っ
と
兄
貴
に
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る

機
会
を
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

人
と
人
の
縁
っ
て
ほ
ん
と
う
に
不
思
議
で
す
。
血
の
繋つ
な

が
り
は

な
く
て
も
「
真
の
兄
弟
」
と
思
え
る
お
兄
さ
ん
と
の
出
会
い
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
真
」
は
、
も
と
の
漢
字

を
「
眞
」
と
書
き
ま
す
。
「
匕
」
と
「
鼎
か
な
え

」
の
組
み
合
わ
せ
な
の

だ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
ス
プ
ー
ン
と
容
器
を
表
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
器
に
大
切
な
食
べ
物
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
心
が

愛
情
で
満
た
さ
れ
る
っ
て
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
「
真
の
兄

弟
」
と
感
じ
る
そ
の
心
は
、
し
っ
か
り
と
愛
で
満
た
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
（
や
す
み
り
え
）
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（福岡県・大牟田高等学校 15 歳）

嘉 藤  優 斗 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
受
賞
を

聞
い
て
、
た
だ
た
だ
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
「
ま
さ
か
、
僕
が
」

と
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
福
岡
将
棋
会
館
に
は
、
小
学
５
年
生

の
時
か
ら
、
兄
や
母
と
一
緒
に
電
車
で
１
時
間
程
か
け
て
、
ほ
ぼ

毎
週
末
通
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
僕

自
身
の
受
験
の
た
め
に
、
３
年
間
程
、
将
棋
仲
間
に
会
え
て
い
な

い
の
で
、
僕
は
こ
の
作
品
に
「
元
気
か
な
？
」
「
会
い
た
い
！
」

「
一
緒
に
将
棋
を
し
た
い
な
」
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
。

「
飛
車
」
は
一
番
強
い
駒
で
、
将
棋
仲
間
の
中
の
一
人
で
も
、
将

来
、
最
強
の
プ
ロ
棋
士
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て

「
飛
」
と
い
う
漢
字
を
選
び
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
、
久
し
ぶ
り

に
将
棋
仲
間
に
会
い
た
い
で
す
！

「
飛
」
の
字
の
成
り
立
ち
に
は
、
鳥
が
羽
を
張
っ
て
飛
ん
で
い

る
姿
、
飛
び
立
つ
と
き
の
姿
が
象
か
た
ど

ら
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
将

棋
の
「
飛
車
」
は
縦
横
無
尽
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
駒
で
、
そ
の

様
子
は
ま
さ
に
漢
字
の
「
飛
」
が
描
く
鳥
の
よ
う
に
も
思
え

ま
す
。

優
斗
さ
ん
の
文
章
で
は
将
棋
の
世
界
に
お
け
る
「
飛
」
一
字
の

持
つ
個
性
が
活
き
活
き
と
描
か
れ
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
漢
字
そ

の
も
の
の
成
り
立
ち
と
も
響
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
優
斗
さ
ん
の

将
棋
と
向
き
合
わ
れ
る
実
感
か
ら
生
ま
れ
た
新
鮮
な
作
品
に
審
査

員
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）



　44

（大阪府・浪速高等学校 15 歳）

三 浦  結 柚 さ ん

審査員賞
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今
回
は
審
査
員
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま

で
の
経
験
で
、
何
か
を
受
賞
す
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、
今

回
の
知
ら
せ
を
知
っ
た
時
の
話
で
す
が
、
初
め
学
校
の
先
生
に
職

員
室
へ
呼
び
出
さ
れ
た
時
は
、
何
か
怒
ら
れ
る
こ
と
を
し
た
の
で

は
な
い
か
と
、
と
て
も
焦
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
職
員
室
に

入
り
、
先
生
の
顔
を
見
る
と
笑
顔
で
「
お
め
で
と
う
、
す
ご
い
や

ん
。
」
と
言
っ
て
頂
き
、
自
分
が
想
像
し
て
い
た
先
生
の
表
情
と

違
っ
た
の
で
、
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
知
ら
せ
の
プ
リ
ン
ト
を

見
た
瞬
間
、
僕
の
心
は
、
う
れ
し
さ
で
は
じ
け
そ
う
な
ぐ
ら
い
高

ぶ
り
ま
し
た
。

何
か
を
受
賞
す
る
気
持
ち
は
、
こ
う
い
う
も
の
な
の
か
と
、
今

回
の
体
験
で
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
か
て
に
、
も
っ
と
練
習
を
頑
張
っ
て
、
更
に
自

分
を
大
き
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

結
柚
さ
ん
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
通
じ
た
前
向
き
な
姿
勢
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
結
柚
さ
ん
が
「
自
」
と
「
大
」
と
捉
え
た
「
臭
」
は
、

漢
字
字
典
を
調
べ
る
と
、
も
と
も
と
の
成
り
立
ち
（
「
字
義
」
と

い
い
ま
す
）
は
、
鼻
の
か
た
ち
を
象
か
た
ど
る
「
自
」
と
嗅
覚
の
優
れ
た

「
犬
」
を
組
み
合
わ
せ
、
〈
に
お
い
〉
〈
に
お
い
を
か
ぐ
〉
と
い

う
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
の
発
想
・
想
像
し
た
何
か
を
、
今
一
度
〈
調
べ
る
〉
作
業

は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
私
達
の
日
常
に
お
い
て
も

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
結
柚
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
そ
の
技
術
が
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
競
技
の
歴
史

の
中
で
積
み
上
げ
ら
れ
、
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
〈
調
べ
る
〉
作

業
を
す
る

―
例
え
ば
、
ム
エ
タ
イ
と
の
関
係
は
ど
う
い
う
も
の
で

し
ょ
う
。
き
っ
と
結
柚
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
歴
史
は
私
よ
り

詳
し
い
は
ず
だ
と
思
い
ま
す

―
そ
う
し
た
積
み
重
ね
や
変
化
を
知

る
こ
と
で
、
よ
り
自
分
の
技
術
を
高
め
る
た
め
の
新
た
な
発
見
に
繋つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
向
き
な
姿
勢
で
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

結
柚
さ
ん
が
、
漢
字
を
通
じ
、
〈
調
べ
る
〉
こ
と
へ
の
気
づ
き
を

得
て
、
ご
自
身
の
目
標
に
向
か
っ
て
上
達
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
を
願

い
、
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。

追
記
：
参
考
文
献
と
し
て
、
わ
た
し
が
ふ
だ
ん
身
近
に
使
っ
て

い
る
字
典
で
す
。
『
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』
（
新
潮
社
）
、
白

川
静
『
字
通
』
（
平
凡
社
）
（
華
雪
）
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（福岡県・福岡女子商業高等学校 16 歳）

中 田  美 月 さ ん

審査員賞
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先
生
に
学
内
放
送
で
呼
ば
れ
た
の
で
怒
ら
れ
る
の
か
と
思
い
な

が
ら
職
員
室
へ
向
か
っ
た
の
で
す
が
、
受
賞
し
た
と
言
わ
れ
た
の

で
驚
き
と
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
い
た
の
か
忘
れ
て
い
た
自
分

に
呆あ
き

れ
も
感
じ
ま
し
た
。
で
す
が
、
改
め
て
作
品
を
読
む
と
、
祖

母
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
な
と
自
分
で
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
私
が
小
さ
い
頃
に
抱
い
て
い
た
祖
母
の
印
象

で
、
独
特
な
笑
い
方
と
お
香
の
よ
う
な
香
り
が
幼
い
頃
の
私
に
魔

女
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ん
で
も
話
し

た
く
な
る
よ
う
な
不
思
議
な
人
は
今
で
も
変
わ
ら
ず
で
、
私
の
秘

密
は
家
族
み
ん
な
が
知
っ
て
い
ま
す
。

「
魔
」
の
字
を
字
典
で
調
べ
る
と
「
人
を
ま
ど
わ
す
鬼
」
と
い

う
成
り
立
ち
が
見
え
ま
す
が
、
一
方
で
「
魔
力
」
に
は
人
を
ま
ど

わ
し
、
惹ひ

き
つ
け
る
不
思
議
な
力
と
い
う
意
味
も
見
え
ま
す
。
そ

の
一
枚
岩
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
に
は
「
魔
」
の
字
に
対
し
て
古
来
か

ら
人
が
抱
い
て
き
た
好
奇
心
や
深
い
興
味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ば
あ
ば
と
美
月
さ
ん
と
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
日
常
が
垣
間
見
え
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
お
ふ
た
り
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
ま
た
「
魔
」
の
字

の
持
つ
意
味
合
い
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。 

大
切
な
お
ば
あ
さ
ま
と
の
あ
た
た
か
な
時
間
を
伝
え
て
く
だ

さ
っ
た
美
月
さ
ん
の
気
持
ち
に
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。（
華
雪
）
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

双子の兄

双子の弟

ぼ
く
の
方
が
背
が
高
い
、
ぼ
く
の
方
が
か
し
こ

い
、
ぼ
く
の
方
が
し
っ
か
り
者
。
い
つ
も
ぼ
く
が

兄
だ
と
思
わ
れ
る
。
お
れ
の
方
が
二
分
先
に
生
ま
れ

た
の
に
お
か
し
い
と
、
い
つ
も
お
前
は
怒
っ
て
る
け

ど
、
実
は
知
っ
て
る
。「
じ
ま
ん
の
弟
」
と
言
っ
て

る
で
し
ょ
。ぼ
く
も
じ
ま
ん
の
兄
だ
と
思
っ
て
る
よ
。

（
福
岡
県
・
福
岡
市
立
平
尾
中
学
校  

13
歳
）

綾
田 

樹
弥
さ
ん

じぃじ

華枝

少
し
時
代
遅
れ
の
じ
ぃ
じ
が
急
に
「
草
っ
て
ど
う

い
う
意
味
だ
べ
か
」と
聞
い
た
の
で
説
明
し
た
ら「
面

白
い
時
に
草
っ
て
言
う
方
が
草
だ
な
」
と
爆
笑
し
て

い
ま
し
た
。
最
近
じ
ぃ
じ
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
い
な

い
の
で
「
草
」
と
い
う
漢
字
で
今
以
上
に
笑
顔
が
増

え
た
ら
い
い
な
と
い
う
思
い
で「
草
」を
贈
り
ま
す
。

（
青
森
県
・
青
森
市
立
筒
井
中
学
校  

15
歳
）

逢
坂 

華
枝
さ
ん

私
の
お
母
さ
ん
は
、
病
気
で
左
目
が
見
え
て
い
な

い
。
私
は
陰
で
友
達
に
「
乙
坂
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の

目
変
だ
ね
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
何
回
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て
お
母
さ
ん
は
、
大
切
な
家
族

の
一
員
で
あ
り
、
自
慢
の
お
母
さ
ん
だ
。
私
の
目
に

は
お
母
さ
ん
の
す
て
き
な
姿
が
映
っ
て
い
る
よ
。

（
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
立
桜
山
中
学
校  

14
歳
）

乙
坂 

夏
生
さ
ん

お母さん

乙坂夏生
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

父

私

最
近
仕
事
中
に
腕
を
骨
折
し
て
、
家
に
ず
っ
と
い

る
父
へ
。

「
た
ま
に
会
う
ぐ
ら
い
が
い
い
な
。」
と
母
に
も

言
わ
れ
、
飼
い
猫
し
か
癒
や
し
が
な
い
様
子
。

今
日
は
猫
に
も
逃
げ
ら
れ
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う

だ
っ
た
の
で
「
癒
」
の
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

こ
れ
で
が
ま
ん
し
て
下
さ
い
。

（
群
馬
県
・
渋
川
市
立
北
橘
中
学
校  

13
歳
）

野
村 

杏
さ
ん

亡きひいおばあちゃん

私

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
戦
争
で
足
を
な
く
し
た
。

で
も
私
に
会
う
時
は
必
ず
「
お
め
か
し
を
し
な
く

ち
ゃ
」
と
言
い
つ
ば
の
広
い
ぼ
う
し
を
か
ぶ
り
、真
っ

赤
な
口
紅
を
ぬ
っ
て
い
て
、
と
て
も
美
し
か
っ
た
。

だ
が
今
年
の
四
月
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も

あ
の
日
と
変
わ
ら
ず
そ
の
見
た
目
は
美
し
か
っ
た
。

（
東
京
都
・
ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校  

13
歳
）

北
里 
璃
子
さ
ん

大切な友達

私

「
あ
な
た
の
字
を
見
る
と
、
元
気
に
な
れ
る
。」

そ
う
か
け
て
く
れ
た
あ
な
た
の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
も
あ
な
た
は
こ
の
前
私
が
贈
っ
た
字
も

大
切
に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
て
た
よ
ね
。
私
は
そ
の

言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
今
、
字
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ

の
字
も
あ
な
た
に
贈
る
ね
。
本
当
に
、あ
り
が
と
う
。

（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校  

12
歳
）

田
中 

ひ
よ
り
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

「
お
ー
！
す
ご
い
や
ん
！
」
い
つ
も
僕
の
話
を
聞

い
て
、
大
拍
手
で
励
ま
し
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
。
僕

は
嬉
し
く
て
、
学
校
で
の
事
、
今
頑
張
っ
て
い
る
事

な
ど
、
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん
話
し
て
し
ま
う
よ
。
僕

は
妹
し
か
い
な
い
か
ら
、
本
当
の
お
兄
さ
ん
み
た

い
。
僕
も
お
兄
さ
ん
み
た
い
な
励
ま
し
名
人
に
な

る
ね
。

（
大
阪
府
・
関
西
創
価
中
学
校  

12
歳
）

福
田 

正
雄
さ
ん

近所のお兄さん

福田正雄

「
ガ
チ
ャ
。」「
あ
。
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
。」

ぼ
く
は
寝
た
ふ
り
を
す
る
。「
パ
タ
パ
タ
」
階
段
を

上
り
、
ぼ
く
の
部
屋
を
の
ぞ
く
。
そ
し
て
寝
息
を
確

認
し
、
下
へ
降
り
る
。
朝
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
仕
事

を
頑
張
る
お
母
さ
ん
と
の
音
で
の
会
話
。
こ
の
音
た

ち
で
、
ぼ
く
は
今
日
も
安
心
し
て
眠
り
に
つ
く
ん

だ
よ
。

（
大
阪
府
・
枚
方
市
立
枚
方
中
学
校  

12
歳
）

松
浦 

奏
一
朗
さ
んお母さん

ぼく

「
強
さ
っ
て
な
に
？
」
妹
に
尋
ね
る
と
、「
大
き

い
事
。」
と
言
っ
て
い
た
。「
何
が
大
き
い
の
？
」
と

聞
く
の
は
や
め
た
。
妹
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
体
が
小

さ
く
、
今
も
通
院
ば
か
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

ハ
ン
デ
の
あ
る
中
、

１０
年
生
き
て
き
た
妹
の
心
は
、

強
く
て
大
き
い
。妹
は
本
当
の
強
さ
を
持
っ
て
い
る
。

（
岡
山
県
・
岡
山
市
立
竜
操
中
学
校  

12
歳
）

水
嶋 

咲
菜
さ
ん

妹

姉
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

せっかちな母

のんびりしたい娘

一
分
一
秒
と
待
て
な
い
本
当
に
せ
っ
か
ち
な
お
母

さ
ん
。
の
ん
び
り
し
た
い
私
と
は
笑
え
て
く
る
く
ら

い
波
長
が
合
わ
な
か
っ
た
ね
。
せ
っ
か
ち
に
な
る
の

は
構
わ
な
い
。
で
も
も
っ
と
話
し
た
い
こ
と
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
に
。
も
う
少
し
待
っ
て
く
れ
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
？

（
埼
玉
県
・
秋
草
学
園
高
等
学
校  

16
歳
）

生
野 

麻
央
さ
ん

父

私

私
は
、
長
期
休
暇
に
入
る
と
必
ず
父
と
釣
り
に
行

く
。
二
人
、肩
を
並
べ
て
無
心
で
浮
き
を
見
つ
め
る
。

そ
し
て
、
い
つ
も
と
同
じ
く
何
も
起
こ
ら
な
い
無
言

の
数
時
間
が
、
一
瞬
に
し
て
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
。

や
っ
ぱ
り
今
日
も
、釣
果
は
無
し
だ
。
し
か
し
私
は
、

そ
ん
な
父
と
の
数
時
間
に
無
我
夢
中
だ
っ
た
。

（
大
阪
府
・
浪
速
高
等
学
校  

16
歳
）

池
側 

虎
太
郎
さ
ん

お母さん

娘

去
年
母
が
亡
く
な
る
数
ヶ
月
前
、
私
は
母
か
ら
一

足
の
ブ
ー
ツ
を
貰
っ
た
。「
足
の
サ
イ
ズ
一
緒
や
し

あ
げ
る
わ
。
冬
に
な
っ
た
ら
履
き
。」
結
局
母
の
前

で
履
く
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
先
日
ブ
ー
ツ
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
、
履
い
て
み
た
ら
少
し
き
つ
か
っ

た
。
私
の
足
、
お
母
さ
ん
よ
り
大
き
く
な
っ
た
み

た
い
。

（
東
京
都
・
大
田
区
立
貝
塚
中
学
校  

15
歳
）

和
田 
百
華
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

私
に
と
っ
て
幼
稚
園
は
「
初
め
て
」
が
詰
ま
っ
て

い
る
場
所
。
初
め
て
の
制
服
、
初
め
て
の
遊
び
、
初

め
て
の
友
だ
ち
。
家
と
は
違
う
新
し
い
世
界
で
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
今
、

私
は
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
場

所
で
、新
し
い
「
初
め
て
」
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
。

（
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
等
学
校  

18
歳
）

生
駒 

胡
実
さ
ん

幼稚園

自分

小
学
生
の
時
、先
生
に
「
芽
」
と
い
う
漢
字
を
贈
っ

て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
な
ら
今
、
私
は
つ
ぼ
み
だ
と
思

う
。な
り
た
い
花
が
見
つ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
る
。

で
も
世
界
に
は
私
の
知
ら
な
い
花
、
見
た
こ
と
の

な
い
花
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
将
来
私
が

一
番
き
れ
い
だ
と
思
う
花
に
な
っ
て
い
た
い
。

（
神
奈
川
県
・
鶴
川
高
等
学
校  

15
歳
）

今
野 

夏
々
子
さ
ん私

私

煩
わ
し
く
思
わ
れ
が
ち
な
皺し
わ

。
で
も
そ
う
は
思
わ

な
い
と
こ
ろ
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
目
尻
の

皺
。
私
に
は
よ
く
笑
っ
た
証
で
、
今
ま
で
の
幸
せ
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
し
て
私
ま
で

幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
笑
っ
て
皺
を
増
や
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
広
島
県
・
盈
進
高
等
学
校  

16
歳
）

真
安 

結
菜
さ
ん

祖母

孫
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

迷っている姉

背中を押せなかった後悔

「
寂
し
い
か
ら
い
か
な
い
で
。」
姉
が
東
京
の
学

校
へ
行
く
の
を
反
対
し
て
い
た
親
。
私
も
何
気
な
い

言
葉
で
姉
を
と
め
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
最
近
つ
ま
ら
な
そ
う

だ
っ
た
姉
が
し
た
い
事
を
見
つ
け
た
。
次
は
背
中
を

押
す
よ
。
だ
か
ら
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

（
石
川
県
・
石
川
県
立
羽
咋
工
業
高
等
学
校  

17
歳
）

竹
田 
ま
と
い
さ
ん

おばあちゃん

私

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
使
っ
て
い
た
口
紅
が
ど
う
し
て

も
欲
し
か
っ
た
七
歳
の
頃
。
十
七
歳
に
な
っ
た
ら
ね

と
微
笑
ん
だ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
も
う
い
な
い
。
口
紅

よ
り
も
笑
顔
が
最
高
の
お
化
粧
よ
。
あ
の
頃
は
な
ん

だ
か
悔
し
か
っ
た
け
れ
ど
今
な
ら
分
か
る
。
笑
顔
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
最
高
の
美
人
さ
ん
だ
っ
た
も
の
。

（
愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校  

17
歳
）

西
川 

茉
莉
さ
ん

妹

姉

同
い
年
の
双
子
の
妹
の
性
格
が
、
昔
よ
り
丸
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
昔
は
顔
を
合
わ
せ
る
度
に
喧

嘩
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
一
緒
に
カ
フ
ェ
に

行
っ
た
り
お
菓
子
を
作
り
合
っ
た
り
し
ま
す
。
心
が

丸
く
な
っ
た
妹
と
楽
し
い
時
間
が
増
え
て
嬉
し
い
反

面
、
作
る
お
菓
子
で
私
の
体
も
丸
く
な
る
の
が
悩
み

で
す
。

（
神
奈
川
県
・
相
洋
高
等
学
校  

18
歳
）

新
田 

響
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

も
っ
と
陸
上
を
や
り
た
い
。
一
大
決
心
し
入
学
し

た
高
校
。
し
か
し
故
障
に
負
け
た
。
思
う
様
に
走
れ

な
い
ま
ま
最
後
の
大
会
を
終
え
た
。
故
障
を
乗
り
越

え
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
に
後
悔
が
残
る
。
今
は
ま
だ

新
た
な
目
標
が
見
え
な
い
。
け
れ
ど
も
必
ず
新
た
な

目
標
を
見
つ
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
。

（
愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校  

17
歳
）

堀
口 

花
凪
さ
ん

未来の自分

今の自分

高
校
生
に
な
り
、
下
宿
生
活
が
始
ま
っ
た
。
待
ち

に
待
っ
た
夏
休
み
。
帰
省
し
て
、
母
に
会
う
と
こ

う
言
わ
れ
た
。「
立
派
に
な
っ
た
ね
。
大
き
く
な
っ

た
ね
。」
太
っ
た
ね
っ
て
い
う
意
味
だ
っ
た
。
次
の

長
期
休
み
で
帰
省
し
た
時
は
、
心
が
大
き
く
な
っ
た

ね
っ
て
い
う
意
味
で
、同
じ
言
葉
を
言
っ
て
ほ
し
い
。

（
大
阪
府
・
関
西
創
価
高
等
学
校  

16
歳
）

母
里 

正
恵
さ
ん

母

私
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大
学
生
・
一
般
部
門
受
賞
者
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（東京都・主婦）

山 田  二 美 さ ん

絆 大 賞
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こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

十
五
年
間
の
子
育
て
を
温
か
く
肯
定
さ
れ
た
よ
う
な
、
励
ま
さ

れ
た
よ
う
な
心
地
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
子
供

の
発
達
も
個
性
も
様
々
で
す
が
、
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
順

風
満
帆
な
子
育
て
は
一
つ
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
周
囲
を
見
渡

し
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
こ
の
文
章
を
書
け
る
心
境
に
な
る
ま

で
十
五
年
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
も
息
子
も
様
々
な
事
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
励
み
と
し
、
朗
ら
か
な
気
持

ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㊗
「
凹
」
大
賞
、
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
！！

で
こ
ぼ
こ
の
ぼ
こ
「
凹
」
。
目
に
し
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
普

段
は
あ
ま
り
書
く
こ
と
の
な
い
漢
字
で
す
。

そ
ん
な
「
凹
」
を
お
子
さ
ん
に
贈
っ
た
お
母
さ
ん
は
、
息
子
さ

ん
が
十
五
歳
に
な
る
ま
で
発
達
の
凸
凹
を
平
ら
に
す
べ
く
奮
闘
し

た
と
仰
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
事
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
月
日
が
経
ち
、
そ
の
凸
凹
が
魅
力
と
な

り
、
お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
多
く
の
愛
に
囲
ま
れ
る
形
に
な

り
ま
し
た
ね
。
息
子
さ
ん
の
成
長
と
一
緒
に
、
お
母
さ
ん
の
心
も

大
き
く
て
深
い
懐
に
„
変
心
＂
し
ま
し
た
。

「
弱
み
は
あ
っ
て
い
い
」
「
助
け
て
も
ら
っ
て
い
い
」
「
弱
点

を
愛
す
る
」
全
て
の
命
が
「
凹
」
と
い
う
大
き
な
大
き
な
器
に
救

わ
れ
る
地
球
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

「
自
ら
の
心
の
子
」
と
書
い
て
「
息
子
」
。
お
母
さ
ん
の
呼
吸

と
共
に
、
い
つ
ま
で
も
お
互
い
の
息
を
合
わ
せ
て
生
き
生
き
と
粋

に
過
ご
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（東京都・杏林大学）

渡 邉  夏 実 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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昔
か
ら
文
章
力
の
な
い
私
は
受
賞
通
知
を
い
た
だ
い
た
と
き

は
、
ま
さ
か
自
分
が
と
思
い
大
変
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
書
い
て
い
た
と
き
涙
が
止
ま
ら
ず
何
度
も
書
き
直

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

祖
父
は
１
０
５
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
欲
を
言
う
な
ら

も
う
少
し
一
緒
に
居
た
か
っ
た
。　

田
舎
に
住
む
普
通
の
家
族
で
す
が
作
品
を
通
し
て
私
の
感
じ
た

こ
と
、
祖
父
が
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
を
知
ら
な
い

誰
か
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
祖

父
に
も
生
前
最
後
に
会
っ
た
と
き
の
私
の
思
い
が
届
い
て
い
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
姿
を
変
え
て
会
い
に
来
て
ほ
し
い
な
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
思
い
出
と
い
う
も
の
は
生
き
た
人
同

士
だ
け
で
な
く
亡
く
な
っ
た
人
と
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
祖
父

と
の
新
し
い
形
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
に
、
防
護
服
を
着

て
、
お
じ
い
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
夏
実
さ
ん
。
目
元
し
か
見
え

な
い
の
に
夏
実
さ
ん
だ
と
わ
か
り
、
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た
お
じ

い
さ
ん
。
そ
の
人
を
想
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
姿
で
あ
ろ

う
と
も
分
か
る
も
の
だ
と
気
づ
い
た
夏
実
さ
ん
。
お
じ
い
さ
ん
は

そ
の
次
の
日
に
旅
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
初
め
て
の
お
盆
。
お
盆
に
は
、
ご
先
祖
様
が
家
に
帰
っ

て
く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お
じ
い
さ
ん
が
蜻
蛉
の
姿
と
な
っ
て

帰
っ
て
来
た
。

慌
た
だ
し
く
忙せ
わ

し
な
い
現
代
に
あ
っ
て
、
な
ん
と
も
言
え
な
い

懐
か
し
い
ド
ラ
マ
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
そ
う
感
じ
る
作
品

で
し
た
。

来
年
の
お
盆
に
は
、
お
じ
い
さ
ん
は
ど
ん
な
姿
で
夏
実
さ
ん
の

前
に
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
で
す
。
（
山
崎
信
夫
）
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（福岡県・公務員）

井 上  礼 子 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
、
第
１０
回
「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
審
査
員
賞
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

出
生
時
、
両
親
か
ら
漢
字
の
名
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

数
年
前
、
長
女
が
誕
生
し
、
漢
字
の
名
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
１
年
後
、
母
が
他
界
し
ま
し
た
。
戒
名
の
う
ち
の
一
文
字

を
、
私
と
妹
か
ら
贈
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

母
と
し
て
娘
に
漢
字
を
贈
り
、
娘
と
し
て
母
に
漢
字
を
贈
り

ま
し
た
。
天
国
の
母
と
現
世
の
我
が
娘
た
ち
の
幸
福
を
、
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

「
花
」
受
賞　

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
!!

「
花
が
大
好
き
」
こ
の
言
葉
だ
け
で
そ
の
人
の
雰
囲
気
、
性

格
、
表
情
が
想
像
で
き
ま
す
。
花
好
き
な
人
に
悪
い
人
は
い
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、
色
取
り
取
り
な
花
が
咲
き
誇
る
日

本
。
満
開
の
桜
、
真
夏
の
太
陽
に
向
か
う
向ひ
ま
わ
り
日
葵
、
野
に
咲
く

花
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
路
面
か
ら
顔
を
出
す
花
。
そ
ん
な
花
々
に

出
逢
う
た
び
に
こ
ち
ら
は
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
「
咲
」
に
秘
密
が
あ
り
ま
す
。

「
笑
」
の
古
字
が
「
咲
」
。
咲
く
と
は
笑
う
事
。
笑
う
と
は
花

を
咲
か
せ
る
事
な
の
で
す
。
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
、

花
と
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

花
の
あ
る
人
生
は
そ
れ
だ
け
で
幸
せ
で
す
。
い
つ
も
心
に
花
束

を
!!
感
謝
の
花
束
を
!!

お
母
さ
ん
の
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
命

（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（福岡県・会社員）

小 野  伶 於 奈 さ ん

審査員賞

隠 お
父
さ
ん

娘

お
父
さ
ん
。
夏
は
パ
ン

ツ
一
丁
に
、
は
み
出
た

ぽ
っ
こ
り
お
腹
、
隠
そ

う
ね
。
我
が
家
は
ビ
ー

ル
１
日
１
本
の
ル
ー
ル
だ
け
ど
こ
っ

そ
り
補
充
し
て
証
拠
隠
滅
し
て
る
の

知
っ
て
る
よ
。
で
も
、
お
父
さ
ん
と

の
毎
晩
の
晩
酌
が
楽
し
み
な
の
は
、

私
の
隠
し
ご
と
だ
よ
。
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こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

当
初
、
父
に
宛
て
た
漢
字
「
隠
」
と
い
う
作
品
を
、
父
に
は
知

ら
せ
ず
に
応
募
し
ま
し
た
。

そ
の
後
受
賞
し
た
事
と
作
品
の
内
容
を
父
に
報
告
す
る
と
、
に

ん
ま
り
と
笑
っ
て
一
番
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
も
は
や
隠
し

事
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
家
族
の
日
常
の
一
コ
マ
を
表
し
た
作
品
で
す
が
、
母
は
恥

ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
「
お
め
で
と
う
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。

家
族
の
絆
を
隠
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
！
授
賞
式
に
は
家

族
旅
行
も
か
ね
て
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
し
て
旅
行
中
、
父
と
の
晩
酌
が
楽
し
み
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ

り
照
れ
く
さ
い
の
で
、
隠
し
事
。
。
。

「
隠
」
受
賞　

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
!!

誰
に
で
も
隠
し
事
は
あ
り
ま
す
。

家
族
、
夫
婦
、
友
達
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
大
な
り
小
な
り
の

秘
密
は
あ
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
事
が
あ
る
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
成
り
立
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
お
父
さ
ん
は
昭
和
の
お
や
じ
さ
ん
の
様
に
パ
ン
ツ
一

丁
、
ぽ
っ
こ
り
お
腹
に
ビ
ー
ル
を
グ
ビ
ッ
グ
ビ
ッ
と
呑
む
。
そ
ん

な
姿
が
今
で
言
う
「
映
え
る
」
で
す
。
ビ
ー
ル
を
こ
っ
そ
り
補
充

も
可
愛
い
隠
し
事
。

そ
ん
な
お
父
さ
ん
の
姿
は
家
族
に
し
か
見
せ
る
こ
と
が
な
い
隠

し
芸
で
あ
り
家
族
の
隠
し
味
!!
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

親
子
の
晩
酌
を
想
像
す
る
だ
け
で
微
笑
ま
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
美
味
し
い
お
酒
を
呑
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。
命

（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（長野県・日本語教師）

審査員賞

古 川  裕 子 さ ん
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
文
中
に
出
て
く
る
彼
女
た
ち
と
共
に
「
日
本
に
い
る
時
の
思

い
出
に
」
と
思
い
三
人
で
出
展
致
し
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
は
、
日
々
、
日
本
語
の
勉
強
を
し
な
が
ら
高
齢
者
に

寄
り
添
い
、
悩
み
、
乗
り
越
え
、
最
終
目
標
で
あ
る
国
家
試
験
に

向
け
て
奮
闘
中
で
す
。
彼
女
た
ち
の
ひ
た
む
き
な
努
力
は
き
っ
と

実
を
結
び
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
ん
な
彼
女
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
働
く
外
国
人
の
頑
張
り
を
、
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

「
越
」
受
賞　

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
!!

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
へ
海
を
飛
び
越
え
や
っ
て
来
た
。

学
生
二
人
、
タ
オ
さ
ん
と
ト
ゥ
オ
ン
さ
ん
。
言
葉
の
壁
を
乗
り

越
え
る
だ
け
で
も
す
ご
く
大
変
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
ご
苦

労
が
あ
っ
た
と
察
し
ま
す
。
生
徒
を
想
う
先
生
の
優
し
さ
が
、
心

配
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
そ
れ
だ
け
真
面
目
に
ベ
ト
ナ
ム
の

為
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
心
を
動
か
す
「
姿
勢
」
は
感
動
を
与
え
ま
す
。
姿
の
勢
い

と
書
い
て
「
姿
勢
」
。
背
筋
を
伸
ば
し
て
前
を
見
て
介
護
福
祉
士

国
家
試
験
に
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。

頑
張
る
人
を
応
援
す
る
「
姿
勢
」
も
未
来
を
創
り
ま
す
。

時
を
「
越
」
え
て
み
ん
な
の
未
来
に
幸
あ
れ
!!
命

（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

反抗期の息子

父

息
子
か
ら
反
抗
期
届
が
出
さ
れ
た
。『
朝
は
起
こ

す
な
、夜
も
寝
か
す
な
、声
を
か
け
る
な
』
と
あ
る
。

期
間
は
半
年
。
で
も
な
あ
と
思
う
。
そ
れ
で
も
親
っ

て
バ
カ
だ
か
ら
声
を
か
け
て
し
ま
う
ん
だ
よ
。
い
く

ら
反
抗
さ
れ
て
も
愛
お
し
く
て
た
ま
ら
な
い
ん
だ

よ
。
こ
の
想
い
、い
つ
か
届
い
て
く
れ
な
い
か
な
あ
。

（
東
京
都
・
会
社
員
）

小
松
崎 

潤
さ
ん

みんな

担任の先生

育
て
て
い
た
ピ
ー
マ
ン
を
観
察
し
な
が
ら
「
先

生
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
ピ
ー
マ
ン
に
肉
が
入
る

の
？
」
あ
な
た
た
ち
の
言
葉
は
疲
れ
た
心
を
癒
や
し

て
く
れ
る
。
そ
し
て
心
の
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
る
。

時
々
思
い
出
し
て
、
く
す
っ
と
笑
う
。
そ
ん
な
時
い

つ
も
思
う
。

「
あ
あ
、
先
生
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。」

（
神
奈
川
県
・
教
員
）

熊
谷 

満
帆
さ
ん

中学校教師になった教え子

中学校時代の恩師

中
学
生
時
代
、
学
年
主
任
と
し
て
、
そ
し
て
剣
道

部
の
顧
問
と
し
て
様
々
な
こ
と
を
私
に
教
え
て
下

さ
っ
た
先
生
。
あ
な
た
に
憧
れ
て
教
師
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
現
場
や
剣
道
の
試
合
会
場
で
お
会
い
す
る

時
、
私
の
心
は
「
憧
」
と
い
う
字
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ま
さ
に
十
五
歳
だ
っ
た
あ
の
頃
の
童
心
（
忄
）
に
戻

る
の
で
す
。

届

（
京
都
府
・
教
員
）

岩
田 

陽
さ
ん
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

『
も
し
。家
族
の
名
前
忘
れ
た
ら
ど
う
す
る
？
』・・

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
が
発
覚
し
不
安
そ
う
な

顔
で
私
に
聞
い
て
き
た
母
へ
。『
そ
の
時
は
ま
た
好

き
な
名
前
つ
け
て
、何
度
で
も
親
子
で
再
会
し
よ
う
』

（
秋
田
県
・
主
婦
）

笹
村 
紀
子
さ
ん

母

娘

娘

母

１
才
半
で
「
姉
」
に
な
っ
た
娘
。
弟
た
ち
が
母
に

甘
え
る
の
を
横
目
に「
姉
」を
生
き
る
娘
。
あ
る
日
、

「
漢
検
の
２
人
だ
け
の
家
族
表
彰
状
が
欲
し
い
。」

と
遠
慮
が
ち
に
伝
え
て
き
た
ね
。
２
人
で
頑
張
り
手

に
し
た
努
力
の
証
に
、
“
２
人
”
の
特
別
感
に
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
娘
、
６
才
。
も
っ
と
甘
え
て
い
い
ん

だ
よ
。

（
神
奈
川
県
・
自
営
業
）

橋
本 

真
弓
さ
ん

再

輝
容
姿
で
虐い
じ

め
ら
れ
た
幼
少
期
。
あ
の
日
も
油
性
ペ

ン
で
筆
箱
に
『
ブ
タ
』
と
落
書
き
さ
れ
た
。
し
か
し

母
が
つ
け
足
し
て
『
ブ
タ
イ
ジ
ョ
ユ
ウ
』
に
書
き
換

え
た
。
見
事
に
私
へ
の
誹ひ

謗ぼ
う

を
希
望
に
変
え
た
母
。

お
か
げ
で
劇
団
の
道
に
進
み
、
今
ち
い
さ
な
舞
台
で

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
輝
い
て
い
る
。

（
埼
玉
県
・
自
営
業
）

見
澤 

富
子
さ
ん

母

娘
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

夫
が
チ
ャ
ッ
ク
を
開
け
た
ま
ま
布
団
カ
バ
ー
を
洗

濯
し
た
。
案
の
定
チ
ャ
ッ
ク
は
壊
れ
、
口
論
に
。
カ

バ
ー
の
ほ
つ
れ
は
す
ぐ
直
せ
た
が
夫
婦
の
ほ
つ
れ
は

な
か
な
か
直
せ
な
い
。「
ご
め
ん
」
は
書
き
や
す
い

の
に
な
ん
て
言
い
に
く
い
の
だ
ろ
う
。
神
様
、
私
の

口
の
チ
ャ
ッ
ク
、
開
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

見
澤 

有
美
さ
ん

夫

妻

開

かわいい教え子

共に学ぶ担任

「
や
だ
。」
と
言
う
あ
な
た
の
背
中
を
見
て
思
う
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
。
北
の
月
で
、
背
。
あ

な
た
が
私
に
背
を
向
け
る
時
、
南
の
太
陽
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
る
の
か
な
。
月
の
よ
う
に
温
か
く
見
守

り
、
時
に
光
を
照
ら
し
背
中
を
押
し
た
り
さ
す
っ
た

り
す
る
存
在
で
あ
り
た
い
。
決
意
の「
背
」を
贈
る
。

（
宮
城
県
・
教
員
）

村
形 

舞
香
さ
ん

娘
の
笑
顔
を
見
る
度
、
元
気
に
生
き
て
い
て
く
れ

た
ら
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
こ
の
先

き
っ
と
、
私
は
娘
に
た
く
さ
ん
の
期
待
を
す
る
だ
ろ

う
。
勉
強
、運
動
、す
べ
て
の
こ
と
に
「
も
っ
と
も
っ

と
」
頑
張
れ
と
。
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
そ
れ
で
い

い
と
思
う
、
こ
の
気
持
ち
。
私
、
忘
れ
な
い
で
ね
。

（
北
海
道
・
心
理
職
）

村
上 

沙
由
里
さ
んこれからの私

来年娘を小学校に通わせる、今の私
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桶
川
市
立
朝
日
小
学
校
（
埼
玉
県
）

名
古
屋
市
立
西
味
鋺
小
学
校
（
愛
知
県
）

練
馬
区
立
北
町
中
学
校
（
東
京
都
）

浪
速
高
等
学
校
（
大
阪
府
）

流
山
市
立
八
木
北
小
学
校
（
千
葉
県
）

福
岡
県
立
朝
倉
東
高
等
学
校
（
福
岡
県
）

江
南
市
立
北
部
中
学
校
（
愛
知
県
）

太
田
市
立
太
田
中
学
校
（
群
馬
県
）

済
美
高
等
学
校
（
愛
媛
県
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 “誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、
漢字そのものの奥深さに触れられるとともに、
自分の大切な人との関係を見つめ直し、
自分自身と向き合うことにもつながります。

その点が高く評価され、
学校教育の題材として取り上げられるようになりました。

今後、「大切な人へ漢字を贈る」ということが、
私たちにとってより身近な習慣になる日も

近いかもしれません。

コンテストは広がりを見せ、
「学校教育」にも採用

●「どうとく ３　きみが いちばん ひかるとき」（光村図書）
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・メッセージは１２０字以内に限ります。これを超える応募作品につきましては審査対象外となります。
・応募いただいた作品は返却できません。

主催者および審査員が、本コンテストの開催趣旨に照らし総合的に審査します。
受賞者・受賞団体には審査後に受賞の内定を通知いたします。

「贈りたい漢字とメッセージ（※１２０字以内）」

応募期間

①小学生部門　　②中学生部門　　③高校生部門　　④大学生・一般部門

２０24年１月下旬（予定）　

■団体での応募　 〒６０５-００７４　京都市東山区祇園町南側５５１番地
　　　　　　　　（公財）日本漢字能力検定協会　「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」係
※コンテストサイトにある「団体応募用返信ラベル」をご利用ください。切手不要でそのまま投函いただけます。
■個人での応募　ＵＲＬ　https://www.kanken.or.jp/kanjicontest2023/

２０23年６月１日（木）～２０23年９月22日（金）必着

表 彰 式 ２０24年３月（予定）

表彰式会場 漢検 漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム）

受賞作品は、応募者氏名などとともにコンテストサイト等にて発表する予定です。

【Ｗｅｂ】コンテストサイト（下記ＵＲＬ）にある応募フォームを利用してください。
【郵送】所定の応募用紙、もしくはコンテストサイトよりダウンロードした応募用紙を利用して、下記応募先へ

郵送してください。

応募者全員分の応募用紙をまとめ、「団体名」「団体担当者氏名」「住所・電話番号（会場番号）」「応募枚
数」を添えて下記応募先へ郵送してください。応募用紙はコンテストサイトにあります。参加人数分をコピー
してお使いください。

あなたが伝えたい気持ちを表す漢字（一文字）とメッセージをお寄せください。
応募テーマ

応募部門

応募方法

応 募 先

審　　査

発　　表

表　　彰

■個人での応募

■団体での応募

応募の際の注意事項

応募要項

絆大賞（各部門1点）

日本漢字能力検定協会賞（各部門1点）

審査員賞（各部門3点）

佳作（各部門10点）

団体賞

審査員  ゴルゴ松本
　　　　  （お笑い芸人）

やすみりえ
（川柳作家）

華雪
（書家）

山崎信夫
（日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員長  橋本五郎
（読売新聞特別編集委員）

審 査 員
（予定）

賞状・副賞（５万円相当）

賞状・副賞（３万円相当）

賞状・副賞（１万円相当）

賞状・副賞（５千円相当）

　　　　　　　　賞状

第1回から第9回までの過去の受賞作品は、コンテストサイトからご覧になれます。
また、各回の受賞作品集もご自由にダウンロードできます。

漢検  漢字コンテスト 受賞作品
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「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」
2022 年度　受賞作品集
2023 年　5 月 1 日　第１版第１刷発行

編　者　公益財団法人 日本漢字能力検定協会
発行者　山崎 信夫
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人 日本漢字能力検定協会

（住所）〒 605 － 0074
　　　 京都市東山区祇園町南側 551 番地

（TEL）075 － 757 － 8600
（FAX）075 － 532 － 1110
（ホームページ URL）https://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。





ほんの一文字に、
ぎゅっと気持ちを込めて。

漢字
コンテスト

今、あなたに贈りたい

愛

笑

夢

紡

輝

好

優

S0105.23.5

優

「漢検」は登録商標です。

2022年度

今、あなたに贈りたい漢字コンテスト

受賞作品集

2 0 2 2年度  受賞作品集

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
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